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名 

大 

三
橋
鷹
女
の
評
伝 

槍
田
良
枝
「
三
橋
鷹
女
の
世
界
一
～
四
」（「
稲
」2

1

年
５･

７･
1
1

月
）
―
―
鷹
女
に
関
す
る
評
伝
的
著
作
や
論
考
は
い
く
つ
か
あ
る

が
、
本
稿
は
一
次
資
料
の
博
捜
に
基
づ
き
、
特
に
鷹
女
の
昭
和
初

期
（
夫
剣
三
と
の
競
詠
時
代
）
の
研
究
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
画

期
的
な
評
伝
。
昭
和
初
期
の
「
鹿
火
屋
」
お
よ
び
「
雲
母
」
系
統

の
小
句
会
「
つ
る
ば
み
吟
社
」「
早
稲
田
ク
ワ
ル
テ
ッ
ト
句
座
」「
而

立
道
場
三
昧
」「
九
萬
三
居
偶
会
」
に
出
句
し
た
鷹
女
と
剣
三
の
句

を「
鹿
火
屋
」「
雲
母
」の
各
句
会
報
か
ら
全
て
拾
い
出
す
と
共
に
、

「
鹿
火
屋
」「
雲
母
」、「
東
京
日
日
新
聞
」
の
原
石
鼎
選
「
日
日
俳

句
」
か
ら
全
て
拾
い
出
し
、
鷹
女
・
剣
三
競
詠
時
代
の
ひ
た
む
き

な
精
進
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
そ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
鷹
女
の
最

初
の
句
は
「
日
日
俳
句
」(

昭
３･

1
0
･2

7
)

に
投
句
し
た
二
句
で
あ

り
、
句
会
報
と
し
て
は
「
つ
る
ば
み
吟
社
句
会
」( ｢

鹿
火
屋｣

昭
３･

1
2
)

の
一
句
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
圧
巻
の
作
品
一
覧
資
料
は
、
槍

田
の
言
の
通
り
、
句
集
と
照
合
し
取
捨
選
択
の
基
準
を
探
る
こ
と

で
、
鷹
女
の
俳
句
に
対
す
る
志
向
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
意
義

を
有
す
る
。 


